
リバーフェスタ班 
平将門 竹内康之 中村健太郎 梅田徹 

中尾雄司 財津貴美子 伊藤佐百美 森辰夫 

〈年間活動報告〉 

Ｈ20.8   リバーフェスタにて環境ブース展示 （日田市） 

  私たち水環境委員会では毎年 8 月に行われているリバーフェスタに参加してい

ますが今年は何を行うかまず考えました。昨年は大山ダムについての私たちの意

見を展示しましたが、より市民の皆さんに水環境について考えてもらえるにはどうし

たら良いかです。そこで以前、水環境委員会で作製しその効果も実証されている

『えひめＡＩ』をたくさんの人に広めて知ってもらってみては？と考えました。 

えひめＡＩの作製工程はいたって簡単です。 

【えひめAI-2の製造方法（５００ミリリットル）】 

＜用意するもの＞ 

○原料 (500ミリリットルを作る場合) 

納豆(粘液でも可) 1 粒 

ヨーグルト(飲むヨーグルトも可) 25グラム 

ドライイースト 2グラム 

白砂糖や三温糖など 25グラム 

水道水 約450ミリリットル 

○ 器材 ペットボトル 

(500ミリリットル) 

手でよく振る(ミキサーでも可) 

ヒーター (熱帯魚用ヒーターで35℃の温水浴) 

又は、夏は直射日光の下でもよいです。 

しかし、リバーフェスタでたくさんの人に配布するには最低でも200本は必要です

ので１００Ｌと大量に作る事にしました。 
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前ページの材料をまぜて、まぜて…。この作業を 1週間続けます。 

最初はドライイーストの反応でブクブクとガスが発生し異様な感じがします

が２～３日経ってくると乳白色になり匂いもなくなりました。 

これで「えひめＡＩ２」が出来上がりましたので次は小分けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200 本 無事に完成しました。 

リバーフェスタ当日は天候に恵まれたくさんの大人、子どもたちが参加してい

ました。 

その中で聖陵会ではブースを出展しました。 
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毎年の事で、委員会メンバーの準備もなれたものです。 

 

 

 

 

 

 
 

さて、今年のリバーフェスタでの水環境委員会、最大の目的の『えひめＡＩ』

配布に取りかかります。当初は「えひめＡＩを作ったはいいが誰も受け取って

くれないのではないか？」「話すら聞いてくれないのではないか？」と言う声

が委員会の担当者の中で話が上がりました。しかし、「その時はえひめＡＩの
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効果をしっかり説明して受け取ってもらおう」と話し合い配布しました。 

委員会メンバーが積極的に声かけを行い説明し、配布していくうちに、午前中

にえひめＡＩをすべて配布する事が出来ました。「このようなものがあるなら

ぜひ使ってみたい」や「以前から知っていたがこのようなものとは知らなかっ

た」「つくり方を教えてほしい」という市民の声がありました。みなさんに作

り方を書いた文章を同時に渡しご家庭でもぜひ作って使用してくださいと話

しました。また、水委員会のメンバーでも今年から新たに加わった者もいまし

た。初めは何をしてよいか分からないようでしたが、他のメンバーが説明して

いるのを見て刺激され自分から説明していました。私たちはこの様なちょっと

したきっかけから、水環境について関心を持ち、それと同時にいろいろな事が

変わってくるものだと思いました。 

このリバーフェスタはさまざまな市民団体が集まって開催しています。水郷ひ

たでのこの取り組みを通じて、子どもたちが身近に水と関わりを持ち、大人の

方も同時に少しでも水環境の事を考えて欲しいです。 

そのきっかけ作りが私たち水環境委員会で出来ればと考えます。 

                       

 

 

 

 2008年 8月 24日 

水環境委員会 リバーフェスタ 
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水質検査 

                            森山 ひとみ 

 最近のテレビ・新聞で河川や海の問題が取り上げられ、都市や工業地域の汚染は

著しい。その汚染を追求すると、工場廃水、家庭下水、鉱山廃水、農薬汚染、船の

廃油投棄などである。水質汚濁の影響は有害な重金属による問題と、ＢＯＤなどの

一般汚濁の両者が、人間の健康障害、水道原水の汚濁、農業・水産業に及ぼす影

響など多方面に問題を提起している。 

 様々な環境問題が取り上げられる中、委員会が発足した平成12年以前より行って

いる、水質調査を日田市のシンボルである三隈川をはじめ9か所の川で今年も引き

続き行った。 

調査項目は、生活環境にかかわる汚染状態についての排水基準の項目であるＣＯ

Ｄ・ＢＯＤ、その他にＰＨ・水温・気温・天候である。 

（ＣＯＤ） 

 ＣＯＤとは化学的酸素要求量と言い、有機物を酸化剤で科学的に分解するときに

消費する酸素の量で表わされる。特にＣＯＤの増える汚れの原因の半分以上は、家

庭排水である。食べ物、洗剤も有機物であるため、食事後の油汚れなどはＣＯＤを

上昇させる大きな原因になっている。 

（ＢＯＤ） 

 ＢＯＤとは生物化学的酸素要求量と言い、河川水や工場排水中の汚染物質（有機

物）が微生物によって無機化あるいは、ガス化される際に必要とされる酸素の量で

表わされる。この数値が大きくなれば、水質が汚染していることを意味する。 

（ＰＨ） 

 ＰＨとは水素イオン指数のことであり、水域の水素イオン濃度を具体的な数値で表

すものである。一般の都市下水では 6.5～7.5 の範囲にあるが工場廃水などの影響

で、範囲を逸脱する場合がある。また、天候・気温・水温などにも強く影響される。 
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河川の水質基準として、ＡＡ域：ＢＯＤ1㎎/ℓ以下、Ａ域：2㎎/ℓ以下、Ｂ域：3㎎/

ℓ以下Ｃ域：5㎎/ℓ以下、等と表わされる。一般には、Ｃ域までが魚の住める水質と言

われている。 またＣＯＤは、ＡＡ域：1 ㎎/ℓ以下、Ａ域：3 ㎎/ℓ以下、Ｂ域：5 ㎎/ℓ

以下、Ｃ域：8㎎/ℓ以下、と表わされる。以上のことをふまえて採水データをみると、 

 

冬から春にかけてＢＯＤが高くなる傾向がある。 

ダム流域、病院前の三隈川三芳発電所付近では良いデータが得られている。 

有田川では、ＣＯＤ・ＢＯＤの値が他の川よりも高く、汚染が心配されるが、今年

水質調査を始めたばかりなので、来年もひき続き調査を行う必要がある。 

 
 

※4回にわたり、平成 20年度水環境委員会冊子「輪」を紹介して参りました。最後ま

でごらん頂いた皆様ありがとうございました。 

 来年もまた新たな活動内容をご紹介できればと思っております。 

  


